
141

２
・
種
　
子
　
植
　
物

選定理由 
 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

ニラバラン 
県内では島の狭い草地に生えていて，個体数は極めて少ない。その生
育地は道路沿いにあるため，植生遷移の進行や採土などにより，絶滅
の危険性が極めて高い。 
 
 
豊後水道域 
 
 
本州(関東地方以西)，四国，九州(福岡・佐賀・熊本・大分・宮崎・鹿児島)，
沖縄 
中国，台湾，太平洋諸島，オーストラリア 
 
 
海岸の草地。 
 
 
生育地は島の道路法面状の草地で，生育状態は衰退している。 

　 
　 
ラン科 
Orchidaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IA 
掲載なし 

Microtis unifolia Reichb. fil.

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

フウラン 
樹上に着生し，その確認は困難であるが，県内では所々の林内でわずか
に生育している。人による採取で，絶滅の危険性が高くなっている。 
 
耶馬渓・国東丘陵地，中津・宇佐低地，日田低地・丘陵地，豊後水道後
背地域，大野川上流域 
 
本州(静岡以西)，四国，九州(福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島)，沖縄 
中国 
 
低地や丘陵地の林内の樹上。 
 
 
人による採取で，その減少は著しい。 
 
 
国立・国定公園指定植物［阿蘇くじゅう，瀬戸内海，耶馬日田英彦山，
祖母傾］ 

　 
　 
ラン科 
Orchidaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
II

Neofinetia falcata (Thunb.) Hu

選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生育環境 

 

 

現　　状 

ムカゴサイシン 
 

 

 

(大野川上流域) 

 

 

本州（一部），九州(大分・鹿児島)，沖縄 

 

 

丘陵地の林内。 

 

 

県内では，「大野川上流域」で採集された標本はあるが，以後，その

生育状態は把握されていない。 

　 
　 
ラン科 
Orchidaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
IA

Nervilia nipponica Makino




